
大分大学教育福祉科学部規程 
平成２１年１２月９日制定 

 
 （趣旨） 
第１条 この規程は，大分大学学則（平成１６年規則第８号。以下「学則」という。）に定めるも

ののほか，大分大学教育福祉科学部（以下「本学部」という。）に関して，必要な事項を定める。 
 
 （学部の目的） 
第２条 本学部は，教育・人間福祉を基盤とする教育・研究を推進し，地域の教育社会・文化の

発展に寄与するとともに，人間福祉の視点に立って，教育の場で溌剌と活躍しうる資質の高い

教員の養成と成熟した社会にあって専門的知識を創造的・総合的に活用できる人材を養成し，

豊かな共生社会の実現に貢献する。 
 
（課程の目的） 

第３条 本学部の各課程の目的は，次に掲げるとおりとする。 

 （１） 学校教育課程 
義務教育全体が見渡せる広い視野と福祉の心を持ち，児童・生徒に「生きる力」を育む

ことのできる実践力を備えた高い資質を持つ教員の養成を目指す。 
（２） 情報社会文化課程 

国際理解，高度な情報処理及び総合的な芸術表現に関する教育・研究を行い，国際化社

会・高度情報化社会に柔軟な発想と感性豊かな表現力をもって生き抜くことのできる人材

の養成を目指す。 
（３） 人間福祉科学課程 

子どもや高齢者，さまざまな障がいを持つ人など，すべての人々が心身の健康と安らぎ

で潤いのある生活環境に支えられながら幸せに人生を営み，共に生きる社会の実現をめざ

し，「人間福祉」の視点をもって，福祉分野をはじめ社会の多様な分野で活躍しうる人材

を養成する。 
 
 （課程及びコース） 
第４条 本学部の課程に次のコースを置く。 

  

課   程 コース 選修・分野 

学校教育課

程 

発達教育コース 教育学選修，教育心理学選修，幼年教育選修 
特別支援教育コース  
教科教育コース 国語選修，社会選修，数学選修，理科選修，音

楽選修，美術選修，保健体育選修，技術選修，

家庭科選修，英語選修 

情報社会文

 
社会文化コース  



 
 （教育課程の編成） 
第５条 本学部の教育課程は，教養教育科目及び専門科目により編成し，その科目区分，授業科

目の名称及び開設単位数は，別に定める。 
２ 教育上必要があるときは，教授会の議を経て，授業科目及び開設単位数を変更することがで

きる。 
 
 （卒業の要件及び教育課程の修了の認定） 
第６条 本学部卒業の要件は，本学部の定めるところにより，教養教育科目及び専門科目に係る

所定の単位を修得しなければならない。 
２ 教育課程修了の認定は，前項に定める単位を修得した者について行う。 
 
 （履修方法及び手続き） 
第７条 学生は，本学部の定めるところにより授業科目を履修し，所定の様式により，履修しよ

うとする授業科目を提出しなければならない。 
 
 （履修科目の登録の上限） 
第８条 １学期間に履修科目として登録できる単位数の上限は，２５単位とする。ただし，卒業

論文，卒業研究，教育実習，集中講議及び資格取得に関する科目の単位は，２５単位には含ま

ないものとする。 
２ 所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については，前項に定める上限を超えて履修

科目の登録を認めることができる。 
 
 （他の学部学生の授業科目の履修） 
第９条 他の学部の学生が本学部の授業科目を履修しようとするときは，本学部の学生の履修に

支障をきたさないと当該授業科目の担当教員が認めた場合に許可するものとする。 
 
 （単位の計算方法） 
第１０条 授業科目の単位の計算方法は，次のとおりとする。 
 （１） 講義については，１５時間の授業をもって１単位とする。 
 （２） 演習については，１５時間の授業をもって１単位とする。ただし，授業方法に応じ３

０時間の授業をもって１単位とすることができる。 
 （３） 実験，実習及び実技については，３０時間の授業をもって１単位とする。ただし，授

情報教育コース  
総合表現コース  

人間福祉科

学課程 

社会福祉コース  
心理健康福祉コース 心理分野，スポーツ・健康分野 
生活環境福祉コース 生活分野，環境分野 



業方法に応じ４５時間の授業をもって１単位とすることができる。 
２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究及び卒業制作等の授業科目については，これ

らの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，必要な学修等を

考慮して，単位数を定めることができる。 
 
 （成績評価基準等の明示） 
第１１条 学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確保するた

め，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準にしたがって適切に行う

ものとする。 
 
 （成績評価等） 
第１２条 成績評価は，１００点満点で行う。 
２ 成績評価の評語は，９０点以上をＳ，８０点以上９０点未満をＡ，７０点以上８０点未満を

Ｂ，６０点以上７０点未満をＣ，５０点以上６０点未満をＤ，５０点未満をＦとする。 
３ 授業科目の担当教員は，単位取得又は授業科目履修の認定に係る試験及びその他の審査の 
成績評価表を，次に掲げる期間内に提出するものとする。ただし，第１号及び第３号の期間に， 
国立大学法人大分大学職員就業規則（平成１６年規則第５号）第５４条第１４号の特別休暇の 
うち国立大学法人大分大学が指定する連続した３日は，含まない。  
（１） 定期試験については，試験終了後１０日以内 

 （２） 追試験については，試験終了後３日以内 
 （３） その他の審査については，審査終了後１０日以内 
 
 （単位の認定） 
第１３条 前条の単位の認定は，成績評価の評語Ｓ，Ａ，Ｂ及びＣについて認定するものとし，

Ｄ及びＦは認定しない。 
２ 単位の認定に関し，当該授業科目を履修した学生は，疑義を申し出ることができる。 
３ 疑義の申し出があった場合の取扱いについては，別に定める。 
 
 （卒業及び学位） 
第１４条 本学部に所定の修業年限以上在学し，かつ，第６条の定めるところによる卒業要件単

位数以上を修得し，第５条に定める教育課程を修了した者については，教授会の議を経て，学

長が卒業を認定し，学士の学位を授与する。 
 
 （他の学部の授業科目の履修） 
第１５条 本学部の学生が他の学部の授業科目を履修しようとするときは，本学部及び当該学部

の定めるところにより，他の学部における授業科目の履修を本学部の授業科目の履修とみなす

ことができる。 
 
 （他の大学等における授業科目の履修等） 



第１６条 本学部の定めるところにより，教育上有益と認めるときは，学則第２４条の規定に基

づき，他の大学における授業科目の履修等を本学部の授業科目の履修とみなすことができる。 
２ 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目をわが国に

おいて履修する場合に準用する。 
 
 （大学以外の教育施設等における学修） 
第１７条 本学部の定めるところにより，教育上有益と認めるときは，学則第２５条の規定に基

づき，学生が行う短期大学または高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別

に定める学修を，本学部における授業科目の履修とみなして単位を与えることができる。 
 
 （入学前の既修得単位等の認定） 
第１８条 本学部の定めるところにより，教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前

に行った学則第２６条第１項の規定する学修を，本学部における授業科目の履修とみなし，単

位を与えることができる。 
 
 （修業年限の通算） 
第１９条 学則第１５条の規定により，本学部の科目等履修生として，一定の単位を修得した者

が本学部に入学する場合において，本学部の定めるところにより，単位数に応じて相応期間を

修業年限に通算することができる。 
 
 （再入学） 
第２０条 退学した者（学則第６３条の規定による退学者を除く。）又は除籍された者が，退学又

は除籍の日の前日に属する課程に再入学を願い出たときは，教育に支障のない限り，選考の上，

入学を許可することがある。 

 
 （転入学又は編入学） 
第２１条 学則第３８条の規程に該当する者の選考の方法等について必要な事項は，別に定める。 
 
 （編入学者等の単位の認定等） 
第２２条 前二条の規定により入学を許可された者の既修得単位の認定及び修学すべき年数並び

に在学年限について必要な事項は，別に定める。 
 
（転学部及び転学科等） 

第２３条 本学の学生で転学部を志願する者がある場合は，本学部の定めるところにより選考の

上，学長が許可することができる。 

２ 学部内の転課程等を志願する者がある場合は，本学部の定めるところにより選考の上，学部

長が許可することができる。 

３ 前条の規定は，前二項の規定により転学部，転課程等を許可された者に，これを準用する。 

 



 （雑則） 
第２４条 この規程に定めるもののほか，必要な事項については，教授会の議を経て別に定める。 
 
   附 則（平成２１年教育福祉科学部規程第２２号） 

この規程は，平成２１年１２月９日から施行する。 

 

附 則（平成２４年教育福祉科学部規程第５号） 

この規程は，平成２４年７月１１日から施行する。 

 

附 則（平成２４年教育福祉科学部規程第６号） 

この規程は，平成２４年９月１２日から施行する。 
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